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少
子
・
高
齢
社
会
が
進
み
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
需
要
は
年
々
拡
大
・
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
労
働
力
人
口

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
近
年
は
他
の

産
業
分
野
に
お
け
る
求
人
も
増
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
人
材
獲
得
競
争
が
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
30
年
度
に
行
わ
れ

た
「
介
護
労
働
実
態
調
査
」（
公
益
財
団
法

人
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
）
で
、
人
材
の

不
足
感
を
感
じ
て
い
る
事
業
所
が
67
・
２
％

に
上
る
な
ど
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野

に
お
い
て
、
一
部
の
地
域
や
事
業
所
で
人
手

不
足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
各
都

道
府
県
が
推
計
し
た
介
護
人
材
の
需
要
を

合
計
す
る
と
、
２
０
２
０
年
度
末
ま
で
に

約
２
１
６
万
人
、
２
０
２
５
年
度
末
に
は

約
２
４
５
万
人
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
１
参
照
）。
２
０
１
６
年
度
の
介
護
人
材

数
が
約
１
９
０
万
人
で
す
か
ら
、
２
０
２
５

年
度
末
ま
で
に
、
実
に
約
55
万
人
の
新
た
な

人
材
の
確
保
が
必
要
で
、
喫
緊
の
課
題
と
し

て
対
策
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
国
も
「
介
護
保

険
事
業
計
画
」
な
ど
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
材
確
保
対
策
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

⑴
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
（
リ
ー
ダ
ー
級
職

員
に
つ
い
て
他
産
業
と
遜
色
な
い
賃
金
水

準
を
目
指
す
等
）

⑵
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
（
入
門
的
研

修
受
講
者
等
へ
の
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
支
援
）

⑶
離
職
防
止
・
定
着
促
進
・
生
産
性
向
上
（
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
の
加
速

化
等
）

⑷
介
護
職
の
魅
力
向
上
（
若
者
、
子
育
て
層
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
に
対
す
る
介
護
職

の
魅
力
発
信
）

⑸
外
国
人
材
の
受
入
環
境
整
備
（
介
護
の
日

本
語
学
習
支
援
等
）

な
ど
で
す
。

増
加
す
る
需
要
を
満
た
す
た
め

国
も
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実
施

需
要
増
に
伴
う
介
護
人
材
の
確
保
に
向
け
て

〜
国
、
県
、
県
社
協
、
そ
し
て
現
場
の
取
り
組
み
〜

特集
　現在、日本では世界に類を見ない速さで高齢化が進展しています。今後、

ますます高齢者や認知症患者の数が増加するのに伴い、福祉分野、中でも

介護人材の需要が増えることが予想され、その確保は各事業所だけでなく、

福祉政策を策定する国や市町村にとっても大きな課題の一つです。

　平成30年5月に厚生労働省が公表した「介護人材にかかる需給推計」に

よれば、2025年度末までに約55万人のさらなる介護人材の確保が必要

とされています。そのための県や県社協の取り組みに加え、事業所での実

例も交えて、今後の人材確保のあり方を探ります。

約
26
万
人

約
55
万
人

約216万人
（需要）

約190万人

約245万人
（需要）

2016年度
（平成28年度）

2020年度
（平成32年度）

2025年度
（平成37年度）

第８期計画期間（2021～2023）第７期計画期間（2018～2020） 第９期計画期間（2024～2026）

必要と
なる介

護人材
数

（介護
人材の

需要）

図1　介護人材にかかる需給推計
出典／厚生労働省 社会・援護局 社会基盤課 
　　　平成30年5月21日報道資料
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厚
生
労
働
省
公
表
の
「
介
護
人
材
に
か

か
る
需
給
推
計
」
の
数
値
に
基
づ
き
、

熊
本
県
の
需
給
を
推
計
す
る
と
、
２
０
２
５

年
に
生
じ
る
介
護
職
員
の
不
足
は
２
０
５
５

人
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
実
際
、
下
の
グ
ラ
フ

に
も
あ
る
通
り
、
県
内
で
も
人
材
確
保
を
当

面
の
課
題
と
考
え
る
事
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
で
は
平
成

31
年
に
、「
多
様
な
人
材
の
参
入
促
進
」「
職

員
の
定
着
促
進
」「
処
遇
改
善
」
と
い
う
３

つ
の
観
点
で
、
従
来
の
対
策
の
拡
充
に
加
え

新
た
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
、「
多
様
な
人
材
の
参
入
促
進
」で

は
、資
格
取
得
等
の
支
援
と
マ
ッ
チ

ン
グ
機
能
の
強
化（
相
談
体
制
等
の
整
備
）

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。介
護
ア
シ
ス
タ
ン

ト
に
よ
る
介
護
現
場
の
支
援
や
外
国
人
介
護

人
材
受
入
環
境
整
備
事
業
を
こ
れ
ま
で
よ
り

拡
充
す
る
ほ
か
、新
た
に
介
護
に
関
す
る
入

門
的
な
研
修
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
ま
で
を
一
体

的
に
実
施
す
る
団
体
へ
の
助
成
を
行
う
「
介

護
入
門
的
研
修
推
進
事
業
」や
、日
本
語
学
習

の
支
援
や
海
外
向
け
Ｐ
Ｒ
に
対
す
る
助
成
を

行
う「
介
護
福
祉
士
を
目
指
す
留
学
生
受
入

支
援
事
業
」な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
職
員
の
定
着
促
進
」
で
は
、
職

員
の
負
担
軽
減
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
を

重
視
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
を
進
め
る
介
護

施
設
等
へ
の
助
成
を
行
う
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
支
援
」
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
、
介
護

事
業
所
に
お
け
る
エ
ル
ダ
ー
メ
ン
タ
ー
制
度

導
入
お
よ
び
専
門
家
に
よ
る
相
談
対
応
で
の

離
職
防
止
を
支
援
す
る
目
的
の
新
事
業
と
し

て
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
離
職
！
介
護
職
員
定
着
支

援
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
加
え
て
「
処

遇
改
善
」
で
は
、
事
業
所
に
お
け
る
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
導
入
等
を
通
じ
た
処
遇
改
善
加
算
の

取
得
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
加
え
、
法

人
間
連
携
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
設
置
や
複
数

法
人
の
連
携
に
よ
る
地
域
貢
献
の
た
め
の
協

働
事
業
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
促
進
す
る
「
小

規
模
法
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
協
働

推
進
事
業
」
を
新
た
に
展
開
し
、
人
材
確
保

を
は
じ
め
と
す
る
事
業
所
単
体
で
は
解
決
の

難
し
い
課
題
に
対
し
て
、
連
携
し
て
対
応
し

や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

特
集 需要増に伴う介護人材の確保に向けて　～国、県、県社協、そして現場の取り組み～

参
入
・
定
着
促
進
と
処
遇
改
善

３
つ
の
観
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

県
で
も
従
来
の
対
策
の
拡
充
に
加
え

新
た
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
支
援

◀熊本県福祉人材・研修センターが11月４日に開催した
　「福祉の就職総合フェア2019」の様子

出典／【熊本県版】平成30年度 介護労働実態調査　（公財）介護労働安定センター

●外国人労働者を活用する予定 ●採用が困難である原因（複数回答） ●従業員の過不足

大いに不足
5.6％

不足
21.9％

やや不足
33.7％

適当
37.1％

過剰
1.7％同業他社との

人材獲得競争が厳しい

他産業に比べて、
労働条件等が良くない

景気が良いため、介護
業界へ人材が集まらない

わからない

その他

0 10 20 30 40 50 60

57％
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50％

5％

19％

活用する予定
はある14.0％

活用する予定
はない84.6％

無回答
1.4％
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「
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
現
状
と
充
実
・

強
化
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
福
祉
分
野
の
有

効
求
人
倍
率
は
、
平
成
21
年
度
以
降
上
昇
を
続

け
て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
、
４
・
５
倍
近
く

ま
で
上
昇
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
に
限
っ
て

も
４
・
０
７
倍
と
、全
産
業
の
１
・
６
２
倍
と
比

べ
て
も
か
な
り
の
高
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
方
針
や
県
の
取
り
組
み
を
受
け
、
熊
本

県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
分
野
の
求
人

と
求
職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
福
祉
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
介
護
職
の
人
材
確
保
や
定

着
促
進
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
事
業
の
柱
と
し
て
行
っ

て
い
る
の
が
、
福
祉
の
職
場
へ
の
就
業
を
目
指

す
方
の
登
録
お
よ
び
職
業
紹
介
や
あ
っ
せ
ん
を

行
う
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業
（
厚
生
労

働
大
臣
の
許
可
）
で
す
。

　

熊
本
地
震
以
降
、
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
求
職
者
や
採
用
数
は
減
少
が
続

い
て
お
り
、
有
効
求
人
数
と
求
職
者
の
差
は
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
求
人
と
求
職

の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
改
善
し
、
介
護
分
野
で
よ

り
多
く
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
県
福
祉
人

材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
や
福
祉
の
職
場
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

人
な
ど
を
対
象
に
し
た
「
福
祉
・
介
護
人
材
合

同
面
談
会
」
や
、
就
職
面
談
会
と
職
場
説
明
会

を
同
時
に
行
う
「
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
事
業
所
・
求
職
者
・

離
職
者
そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

福
祉
や
介
護
の
専
門
職
が
学
校
等
に
出
向
く

「
福
祉
の
仕
事 

魅
力
発
信
・
出
前
講
座
」
の
実

施
な
ど
、
取
り
組
み
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
は
新
た
な
人
材
の
取
り
込
み

や
、
よ
り
き
め
細
か
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の
強
化
な

ど
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
、
中
高
年
齢
層
や
就
労
し
て

い
な
い
女
性
、他
業
種
か
ら
の
転
職
者
な
ど
、介

護
分
野
未
経
験
者
の
参
入
促
進
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
事
業

者
団
体
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
行
政
、
市
町
村
社

協
、
自
治
会
等
と
の
幅
広
い
連
携
や
協
働
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
分
野
の
人
材
不

足
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
求
職
者
数
の

減
少
に
対
す
る
人
材
参
入
促
進
の
取
り
組
み
が

早
急
な
課
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、「
セ
ン

タ
ー
と
求
職
者
」「
セ
ン
タ
ー
と
求
人
事
業
所
」

と
の
関
係
構
築
を
深
め
、
そ
の
中
で
求
職
者
の

ニ
ー
ズ
や
要
望
の
把
握
、
求
人
事
業
所
に
対
す

る
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
に
は
、
今
後

ま
す
ま
す
増
え
る
介
護
分
野
の
求
人
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
必
要
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
経
験
者
の
参
入
促
進
や
求
職
者
、

求
人
事
業
者
と
の
関
係
強
化
に
重
点

熊本県福祉人材・研修センターの取り組み

人材不足で広がる求人数と求職数のギャップ…
人材確保と定着促進事業の充実・強化を
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特
集

現
在
、
当
グ
ル
ー
プ
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
天
寿
園
」
で
、
２
人
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

国
が
行
っ
て
い
る
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
、

２
０
１
７
年
か
ら
新
た
な
対
象
職
種
と
し
て
介

護
が
追
加
さ
れ
、
全
国
で
徐
々
に
受
入
れ
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
当
園
を
含
み
６
人
の
受
け
入

れ
が
県
内
で
は
初
め
て
で
す
。

　

当
園
は
、
熊
本
市
内
に
あ
り
な
が
ら
、
バ
ス

路
線
の
廃
止
に
よ
り
、
自
家
用
車
で
通
勤
で
き

る
人
以
外
の
採
用
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
自
衛
策
の
一
つ
と
し
て
、
外

国
人
人
材
の
登
用
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
約
１

年
前
か
ら
職
員
や
入
所
者
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
を

練
習
し
た
り
、
当
園
の
施
設
を
改
修
し
て
２
人

の
宿
舎
に
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
受
け
入
れ

準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。受
け
入
れ
後
も
、日

本
語
学
習
の
支
援
に
加
え
、
高
齢
者
と
の
会
話

で
必
須
と
な
る
熊
本
弁
の
勉
強
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
単
に
施
設
で
介
護
の
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な
く
、〝
地
域
の
一
員
〞

と
し
て
溶
け
込
ん
で
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、

地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
顔
や
名
前
を
覚
え
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

２
人
と
も
と
て
も
ま
じ
め
な
働
き
ぶ
り
で
、

日
本
の
生
活
に
も
な
じ
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
た
ち
も
、
彼
女
た
ち
を
通
じ
て
介

護
の
仕
事
の
基
本
を
再
認
識
す
る
な
ど
発
見
も

多
く
、
職
場
の
雰
囲
気
も
上
々
で
す
。
ま
だ
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、「
受
け
入
れ
て
良
か
っ
た
」

と
思
い
ま
す
し
、
来
て
く
れ
た
２
人
に
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

当
園
で
は
、
今
後
も
受
け
入
れ
を
予
定
し
て

お
り
、今
春
２
人
、さ
ら
に
今
夏
に
２
人
と
、計

６
人
ま
で
増
や
す
計
画
で
す
。
昨
年
12
月
に
は
、

他
施
設
に
呼
び
掛
け
て
外
国
人
人
材
登
用
に
関

す
る
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
受
け
入
れ
に

際
し
て
の
準
備
や
か
か
る
費
用
な
ど
、
受
け
入

れ
る
事
業
者
側
の
気
に
な
る
情
報
を
共
有
し
、

参
考
に
し
て
も
ら
う
の
が
目
的
で
す
。
国
内
で

の
人
材
確
保
が
年
々
厳
し
く
な
る
中
、
外
国
人

人
材
の
受
け
入
れ
は
今
後
も
間
違
い
な
く
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
当
園
の
取

り
組
み
が
少
し
で
も
役
立
て
ば
と
思
い
ま
す
。

需要増に伴う介護人材の確保に向けて　～国、県、県社協、そして現場の取り組み～

避
け
て
通
れ
な
い
外
国
人
人
材
受
け
入
れ

仕
事
だ
け
で
な
く
地
域
へ
の
溶
け
込
み
も
重
要

　介護分野の人材確保に向けて、さまざまな取り組みが行われて

いる中、近年、注目を集めているのが「外国人人材の登用」です。

外国人の在留資格に新たに加わった「特定技能」には介護分野も

含まれ、今後、多くの人材の参入が予想されます。いち早く外国

人の登用に踏み切った事業所に、現状や今後について聞きました。

米満淑恵 さん
社会福祉法人　寿量会

理事長

外国人人材の登用について

さ
ら
に
外
国
人
の
増
員
を
予
定

他
施
設
と
の
情
報
共
有
も
進
む

◀ミャンマー人技能実習生受け入れに際して、
　職員が作った2人のプロフィールや国の紹介

▲入所者と話すミャンマー人技能実習生。まじめな仕事
　ぶりが職員、入所者ともに好評です
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笑
顔

輝輝
くく

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
の
職
場
を
訪
ね
、

そ
の
運
営
に
あ
た
る
責
任
者
と
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
〝
生

の
声
〞
を
お
届
け
し
ま
す
。
福
祉
の
職
場
の
実
状
や
、
現
場

職
員
の
仕
事
に
対
す
る
や
り
が
い
・
向
き
合
い
方
な
ど
、
ぜ

ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
の
現
場
で

　

開
設
し
て
52
年
を
迎
え
た
清
香
園
は
、

県
内
で
２
番
目
に
長
い
歴
史
を
持
つ
成
人

の
障
が
い
者
施
設
で
す
。
現
在
、
入
所
・

通
所
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
合
わ
せ
て
約

１
０
０
人
が
利
用
し
て
お
り
、「
人
間
尊
重

と
地
域
に
根
ざ
し
た
存
在
意
義
の
あ
る
施

設
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
園
は
職
員
の
定
着
率
が
高
い
施
設
で

す
が
、
近
年
は
利
用
者
の
老
齢
化
な
ど
に

伴
っ
て
人
手
不
足
状
態
に
あ
り
、
人
材
の

確
保
と
定
着
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、働
く
人
が
い
き
い
き
と
輝
き
、安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
企
業
を
熊
本
県

が
認
定
す
る
「
ブ
ラ
イ
ト
企
業
」
と
し
て
、

当
園
は
福
祉
業
界
で
初
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
制
度
は
学
生
な
ど
の
求
職
者

に
も
よ
く
認
識
さ
れ
て
お
り
、
人
材
不
足

を
抱
え
る
医
療
・
福
祉
分
野
の
事
業
所
に

と
っ
て
は
有
意
義
な
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
、
学

生
時
代
に
受
け
た
奨
学
金
の
返
還
を
県
と

採
用
企
業
が
半
額
ず
つ
負
担
し
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
熊
本
県
の
制
度
に
、
い
ち
早
く
参

加
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
勤
務
期
間
は
一
般
の
生
命
保

険
、
定
年
退
職
時
は
退
職
金
に
加
え
て
一

時
金
又
は
10
年
分
割
で
受
け
取
れ
る
保
険

に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
職
員
の
働
く
環
境
を
向
上
さ

せ
る
取
り
組
み
は
、
利
用
者
へ
の
接
遇
態

度
な
ど
に
も
好
影
響
を
与
え
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

福
祉
の
仕
事
は
、
職
員
自
身
が
創
意
工

夫
で
き
、
人
間
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
素
晴
ら
し
い
職
場
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
多
く
の
人
に
仲
間
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。

宇城市松橋町竹崎1115-1

昭和42年に社会福祉法人を設立し、翌
年、精神薄弱者更生施設「清香園」とし
て開園。平成6年にグループホーム開設、
平成21年に短期入所事業開始など、
徐々に事業を拡張しながら地域密着の
施設運営を進め、平成24年から障がい
者支援施設となりました。

今回の「福祉の現場で輝く笑顔」は、宇城市松橋町の障がい者支援施設「清

香園」を訪ね、統括施設長の山内泰人さんと、勤続7年目で介護福祉士とし

て勤務する増本裕一郎さんに、障がい者支援施設の現状や人材確保の取り

組みのほか、仕事のやりがいや、福祉の仕事に興味を持つ人へのアドバイス

などを聞きました。

経営者に求められる「永く勤めてもらう」努力経営者に求められる「永く勤めてもらう」努力
県の認定制度などを利用し、魅力をアピール県の認定制度などを利用し、魅力をアピール

社会福祉法人　清香会
障がい者支援施設 
清香園

障がい者支援施設　清香園

☎0964-32-0444

統括施設長 山内泰人 さん
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成31年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

プラン 22
プラン33
プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

100名以降1名～10名増ごと200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度
死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
　

　
　
　
　
と
　

　
　
　
　
　
　

で
す
。
　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。） 受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

〈SJNK18-12811 2018.12.28作成〉

◆クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）改定

改定

　

大
学
で
社
会
福
祉
を
学
び
、
新
卒
で
当

園
に
入
職
。
現
在
、
７
年
目
で
す
。
高
校

ま
で
４
世
代
で
同
居
し
て
お
り
、
身
近
に

高
齢
者
が
い
る
生
活
で
し
た
。
家
に
介
護

ヘ
ル
パ
ー
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

仕
事
ぶ
り
を
見
て
、
将
来
は
「
人
と
接
す

る
仕
事
、人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
」

と
の
思
い
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

当
園
に
は
、
大
学
２
年
・
４
年
時
の
実

習
で
訪
れ
、
職
員
の
雰
囲
気
が
と
て
も
良

か
っ
た
こ
と
や
、
先
輩
職
員
か
ら
「
一
緒

に
働
こ
う
」
と
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
、
入
職
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
利
用
者
の
生
活
介
護
を
担
当
し

て
い
ま
す
が
、
当
園
の
利
用
者
は
19
〜
82

歳
と
幅
広
い
上
に
意
思
疎
通
の
困
難
な
方

や
支
援
拒
否
の
方
な
ど
も
お
ら
れ
、
障
が

い
者
支
援
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
時
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
利
用
者
か
ら
感

謝
の
言
葉
や
笑
顔
を
も
ら
っ
た
時
に
は
、

「
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
。

　

現
在
、
当
園
の
採
用
広
報
を
担
当
し
て

い
ま
す
が
、大
学
な
ど
を
回
っ
て
リ
ク

ル
ー
ト
に
当
た
る
だ
け
で
な
く
、中
学
・
高

校
へ
の
出
前
講
座
を
行
い
、よ
り
早
い
段

階
で
福
祉
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
、こ
れ
ま
で
の
自
分
の
経
験
を
話

し
、福
祉
分
野
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
支
援
を
行
う
上
で
は
、専
門

的
な
知
識
も
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
何
よ
り

大
切
な
の
は
思
い
や
り
を
持
っ
て
相
手
と

接
す
る
こ
と
。
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
好
き
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大

切
に
で
き
る
方
が
向
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

自分の経験を通じて福祉の仕事の魅力を伝えたい

「口で説明するのは苦手。行動で後輩に見本を示した
い」と話す増本さん

利用者との何気ない会話も、体調や心理状態を確認す
る上で大切です

障がい者支援施設
清香園

［介護福祉士］

増本裕一郎 さん
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☎0966-32-0022（球磨村社会福祉協議会）
代表 / 永椎三郎

設立 / 平成30年3月
会員数 / 約33名

有償ボランティア 世話やき隊

ボランティアレポート
毎号、市町村社協やボランティア団体、住民との協働による

生活支援サービスの活動事例や、ボランティアへの思いなどをレポートします。

住
民
相
互
の
支
え
合
い
の
形
の
一
つ
と
し

て
、
近
年
、
県
内
で
も
増
え
て
い
る
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
。
球
磨
郡
球
磨

村
で
も
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
障
が
い

を
持
つ
方
の
い
る
世
帯
の
見
守
り
や

ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
を
目
的
に
、
平

成
30
年
３
月
に
「
世
話
や
き
隊
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
同
隊
の
会
長
を
務
め
る
永
椎

三
郎
さ
ん
に
、
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

や
や
り
が
い
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
聞
き

ま
し
た
。

　

３
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て

　

住
民
主
体
で
活
動
ス
タ
ー
ト

　
「
世
話
や
き
隊
」
発
足
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
球
磨
村

社
会
福
祉
協
議
会
が
始
め
た
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
す
。
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
日
常
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
う
生
活

支
援
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
福
祉
の
あ
り
方
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
球
磨
村
社
協
で
も
、
そ
う
し

た
支
え
合
い
の
重
要
性
を
認
識
し
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
進
地
を
視
察
す
る
な

ど
し
て
、
養
成
講
座
実
施
に
至
り
ま
し
た
。

　

現
在
、「
世
話
や
き
隊
」
の
中
核
を

担
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
に
養
成
講
座

を
受
講
し
た
皆
さ
ん
。「
最
初
は
、『
生
活

支
援
や
家
事
支
援
な
ど
も
地
域
の
中
で
し

な
い
と
い
け
な
い
の
か
？
』
と
い
う
意
見

も
あ
り
、
抵
抗
を
感
じ
る
人
も
い
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
永
椎
会
長
。
そ
の
一
方

で
、「
無
償
で
は
活
動
の
継
続
に
限
界
が

あ
る
の
で
、
有
償
な
ら
や
れ
る
か
も
」

「
自
分
の
特
技
や
能
力
を
地
域
に
た
め
に

活
か
せ
れ
ば
」
と
の
声
も
上
が
り
、
約
３

年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成
30
年
４
月

か
ら
住
民
主
体
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
と
の
交
流
や
会
話
が

　

協
力
会
員
の
や
り
が
い
に
も

　
「
世
話
や
き
隊
」
で
行
っ
て
い
る
主
な

支
援
は
、
買
い
物
代
行
や
エ
ア
コ
ン
・
扇

風
機
な
ど
の
掃
除
、
庭
掃
除
・
除
草
、
服

薬
管
理
、
書
類
の
代
筆
、
宅
食
の
温
め
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
利
用
会
員
数

は
約
15
名
で
、
球
磨
村
社
協
が
登
録
・
相

談
を
受
け
付
け
、「
世
話
や
き
隊
」
に
活

動
依
頼
と
活
動
費
の
支
払
い
を
行
っ
て
い

住民主体の地域の支え合いのかたち

いつか支援を受ける自分たちのためにも続けたい

▲穏やかな表情で設立の経緯や活動状況を語る永椎さん

問い合わせ先

地域福祉
活動団体の
紹介

▲蛍光灯の交換なども、高齢者や障がい者にとっ
ては、「やってもらえると有難い」ことの一つ
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球
磨
村
で
は
、「
世
話
や
き
隊
」
の
活

動
に
よ
っ
て
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
自

宅
を
訪
問
す
る
仕
組
み
が
で
き
た
一
方
、

今
後
は
高
齢
者
な
ど
が
気
軽
に
集
え
る

〝
場
〞
と
し
て
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
運
営
に
関
し
て
、

同
村
社
協
を
通
じ
て
「
世
話
や
き
隊
」
に

依
頼
が
あ
る
な
ど
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
活
動
で
得
た
信
頼
を
基
に
、
活
躍
の
場

は
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

永
椎
さ
ん
は
、「
担
い
手
の
確
保
や
活

動
す
る
協
力
会
員
が
限
ら
れ
る
な
ど
、
今

後
解
決
す
べ
き
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
私

た
ち
も
い
つ
か
は
支
援
を
受
け
る
側
、
支

え
ら
れ
る
側
に
な
る
。
そ
の
時
も
『
世
話

や
き
隊
』
が
継
続
で
き
て
い
る
よ
う
に
、

次
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と
、
将

来
を
見
据
え
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。

　
「
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
の
対
応
が
難
し
い

些
細
な
困
り
ご
と
は
、
頼
む
方
も
頼
み
づ

ら
い
も
の
。
有
償
だ
と
、
わ
ざ
わ
ざ
お
礼

な
ど
を
考
え
ず
に
済
む
の
で
利
用
し
や
す

い
よ
う
で
す
」（
永
椎
さ
ん
）
と
、
利
用

者
に
も
好
評
。
ま
た
、
利
用
者
の
自
宅
を

訪
問
す
る
こ
と
で
「
見
守
り
」
に
も
つ
な

が
る
と
い
う
効
果
も
あ
る
と
か
。
活
動
に

参
加
し
て
い
る
〝
隊
員
〞（
協
力
会
員
）

の
皆
さ
ん
も
、「
最
初
は
、
こ
ち
ら
が
訪

ね
て
も
口
数
の
少
な
か
っ
た
人
が
、
少
し

ず
つ
打
ち
解
け
て
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
な
ど
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

「
自
分
磨
き
や
健
康
づ
く
り
に
な
る
」「
誰

か
に
必
要
と
さ
れ
る
喜
び
が
あ
る
」
と
の

声
も
。

　

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
か
ら

　

認
知
症
カ
フ
ェ
へ
活
動
も
広
が
る

　

そ
の
一
方
で
、
活
動
開
始
か
ら
１
年
半

が
経
ち
、
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
日

常
生
活
の
中
で
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
」
が
支
援
の
対
象
の
た
め
、
そ
の
範

囲
を
規
定
す
る
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
依

頼
内
容
も
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、「
世

話
や
き
隊
」
で
対
応
で
き
な
い
も
の
は
、

村
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
く
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
「
１
回
30
分
ま
で
・
１

０
０
円
」
だ
っ
た
利
用
料
を
見
直
し
、
３

０
０
円
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
当
に

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
ほ
し
い
人
に
「
世

話
や
き
隊
」
の
情
報
が
周
知
で
き
て
い
な

か
っ
た
り
、「
私
は
い
い
か
ら
」
と
利
用

を
控
え
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
永

椎
さ
ん
は
、「
ど
ん
な
に
い
い
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
受
け
る

側
の
受
援
力
も
必
要
」
と
話
し
ま
す
。

支
え
合
い
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

有
償
活
動
で
「
世
話
や
き
隊
」
を
次
世
代
に

福祉車両割引

熊本県火災共済協同組合

熊本市中央区南熊本5-1-1（テルウェル熊本ビル4F）
TEL:096-325-3411

（社福）熊本県社会福祉協議会
TEL:096-324-5454

本部 お問合せ、お申込みは…

ご本人（記名被共済者）、配偶者、同居
のご親族のどなたかが障がい者の認
定を受けているご家庭の契約の場合。

▲永椎会長と「世話やき隊」の皆さん。後列右端は、隊の活動
をサポートしている球磨村社会福祉協議会の槻木正剛さん

▲支援を行うために自宅を訪れることが、見守りや安否確認
にもつながり、一石二鳥の活動
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T O P I C S

�
DKエルダーシステムは、音楽療法や医学、体育学などの研究機関や
さまざまな専門家の協力により開発運営されています。
また、東北福祉大学との共同研究の調査結果では、施設における
DKエルダーシステムの導入が介護予防に効果的であると報告されました。

音楽
を使う

体
を使う

目
で観る

懐かしの映像や歌に体操や踊りをあわせて、
「音楽」「体操」「映像」の３つのプログラムで健康をサポート！

県社協への寄附御礼
社会福祉のためにと、多額のご寄附をいただきました。
ここに深く感謝申し上げます。ご芳志に沿うよう、今後
とも社会福祉事業の推進に努めて参ります。

「福祉の就職総合フェア2019」
を開催
　昨年11月4日、KKRホテル熊本で「福祉の就職総合フェア2019」を開
催。福祉の仕事に興味を持つ求職者と求人事業所とのマッチングを目的に
行っている同フェアには、高齢・障がい者分野25法人、児童分野35法人
の計59法人96事業所が参加し、学生や一般求職者約85人が来場しまし
た。まず、分野ごとに会場を分けて参加事業所の職場説明が行われた後、合
同就職面接会へ。面接会では、訪れた求職希望者が、自分の気になる事業
所のブースを回り、採用予定の職種や仕事内容、労働条件などの説明を受
けていました。

受付順〈令和元年（2019年）10月３日～令和元年（2019年）12月13日〉

◆ 株式会社九州クラフト工業 様
◆ 後藤靖博 様
◆ 東京エレクトロン九州株式会社 様

　熊本県社会福祉協議会では、地域福祉の推進に
必要な財源として、本会の活動・事業に賛同し応
援してくださる全国の皆様や企業・団体様からの
寄附金を受け付けております。ご寄附いただきま
した浄財は、本会が実施する事業や本県内の福祉
団体、ボランティア団体等への支援に活用させて
いただきます。この機会に、社会貢献としてご一
考くだされば幸いです。

寄附のお願い

各事業所が趣向を凝らした
職場説明会

熱気にあふれた
合同就職面接会

熊本県社会福祉協議会では、今年も「社会福祉手帳」
を販売します。一度に10冊以上ご注文の場合は、送料
が無料になります。ご希望の方は、本会ホームページ
から申込書をダウンロードの上、ご注文ください。

■価格／1冊600円（税込）

■送料／9冊以下の注文の場合は500円、
　　　10冊以上は送料無料

■掲載資料／社会福祉法等の法令、県関係機関、県内外の
　　　　　社協、県内の施設、団体等の名簿など

■URL http://www.fukushi-kumamoto.or.jp/

■お問い合わせ
　熊本県社会福祉協議会地域福祉課
　☎096-324-5470、FAX096-355-5440

「社会福祉手帳2020年版」
絶賛販売中！

社会福祉手帳 検索⬅

（令和２年１月７日現在）
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〈SJNK18-13566　2019.1.16 作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！
●送迎・移送サービス利用者を特定したＡプラン
●送迎・移送サービスのための自動車を特定したＢプラン

●行事参加者（主催者〔個人〕を含みます。）全員のケガを補償　●行事主催者の損害賠償責任も補償

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！
●在宅福祉サービス
（公的介護保険対象外
サービスを含みます。）

●地域福祉サービス

●障害福祉サービス
●児童福祉サービス
●障害者地域生活支援事業　
●介護保険サービス　　　　 など

対象となるボランティア活動対象となるボランティア活動 保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）
◆グループの会則に則り企画、立案された活動であること
　（グループが社会福祉協議会に登録されていることが必要です。）
◆社会福祉協議会に届け出た活動であること
◆社会福祉協議会に委嘱された活動であること
※活動のための学習会または会議などを含みます。
※自宅などとボランティア活動を行う場所との通常の経路による
　往復途上を含みます。（自宅以外から出発する場合は、その場所
　と活動場所への往復途上となります。）

保険金をお支払いする主な場合保険金をお支払いする主な場合
● 清掃ボランティア活動中、転んでケガをして通院
　した。（ケガの補償）
● 活動に向かう途中、交通事故にあって亡くなられ
　た。（ケガの補償）
● 活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒に
　なって入院した。（ケガの補償）
● 家事援助ボランティア活動で清掃中、誤って
　花びんを落としてこわした。（賠償責任の補償）
●自転車でボランティア活動に向かう途中、誤って
　他人にケガをさせた。（賠償責任の補償）

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円

1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円

350円 510円

500円 710円

10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

4,000円 6,000円

5億円
（限度額）

300万円
（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症の補償 上記後遺障害、入院、通院の
各補償金額（保険金額）に同じ

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

葬祭費用保険金
（特定感染症）

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）   

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因する被保険者自身のケガを補償します（天災危険担保特約条項）が、賠償責任の補償に
　　ついては、天災に起因する場合は対象になりません。

団体割引 20％適用済／過去の損害率による割増引適用

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

平成31年度

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉
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県社協の事業案内

社会福祉法人

熊本県社会福祉協議会

〒860-0842  熊本市中央区南千反畑町３番７号　熊本県総合福祉センター内
TEL.096-324-5454　FAX.096-355-5440
          http://www.fukushi-kumamoto.or.jp 
●発行：令和２年1月30日

相談は無料です

地域福祉権利擁護事業で、
暮らしの安心をお手伝い

TEL. 096-324-5474（直通）お問い
合わせ ※またはお住まいの市町村社会福祉協議会まで

1 回 1 時間あたり900円程度です。（お住まいの市町村によって異なります）
利用料

■社会保険労務士 第１月曜日  午後１時30 分～
■公認会計士 第２火曜日  午後１時～
■弁護士 第３火曜日  午後１時30 分～

お問い
合わせ

経営相談をご活用ください

（※予約が必要です）

web

　毎月 1 回（定例日）、専門の相談員が社会福祉法人や社会福祉
施設からの経営相談に応じています。また、緊急な場合は、電話
やメールでの迅速な対応も可能です。ぜひご活用ください。

ご利用できる方
認知症・知的障がい・精神障がいなどにより、判断能力が低下して
おられる方で、日常生活に不安のある方などです。
サービスの主な内容
■福祉サービスが安心して利用できるようにお手伝いします
■毎日の暮らしに欠かせないお金の出し入れをお手伝いします。
■大切な通帳・印かん・証書などを、安全な場所でお預かりします。

来所相談日

TEL. 096-324-5465（直通）
FAX. 096-355-5440

TEL. 096-322-8077（直通）
FAX. 096-324-5464

お問い
合わせ

福祉サービスに関する苦情など
お気軽にご相談ください。

相談は無料です・秘密は守ります 午前9時～午後5時まで
（土・日・祝日は除く）

　福祉サービスに関する苦情や相談は、事業所内にある
苦情受付窓口で受け付けています。しかし、解決できな
かったり、直接、言いにくい場合は、「熊本県運営適正化
委員会」へお気軽にご相談ください。利用者本人や家族、
代理の方でも相談できます。

TEL:096-324-5471（専用）
FAX:096-324-5456

お問い合わせ
熊本県運営適正化委員会

福祉の仕事入門セミナー&
職場見学会（第3期）のご案内
　福祉の仕事に就きたい方や興味がある方などに情報を提供す
るため、第３期の「福祉の仕事入門セミナー」及び「福祉の職
場見学会」を開催します。※参加無料です

日　時 セミナー会場 見学先と期日
（セミナー後に連絡）

２月15日（土）
10:00～12:00

熊本県総合福祉センター
（中央区）3階第4会議室

地域密着型介護複合施設
熊本市北区３月
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